
　
こ
の
ご
ろ
何
か
お
か
し
い
ー
。

　

心
配
さ
れ
た
„
戻
り
梅
雨
“
末
期
の
豪

雨
災
害
も
少
な
く
、
安
堵
し
ま
し
た
。
本

格
的
な
猛
暑
の
到
来
で
す
が
、
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。　

　

安
倍
晋
三
元
首
相
が
街
頭
演
説
中
に
手

製
銃
の
凶
弾
に
倒
れ
ま
し
た
。
参
院
選
は

自
民
が
大
勝
し
ま
し
た
が
、
「
平
和
な
日

本
」
で
起
き
た
身
の
毛
を
よ
だ
つ
事
件
は

世
界
中
に
衝
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
る
３
度
目
の
夏
。
感

染
者
数
が
過
去
最
高
を
更
新
す
る
「
第
七

波
」
に
突
入
し
、
比
較
的
安
全
だ
っ
た
島

根
も
油
断
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
有
事
に
端
を
発
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
食
料
危
機
、
円
安
の
荒
波
も
重

な
り
、
値
上
げ
が
相
次
ぎ
家
計
を
圧
迫
し

て
い
ま
す
。

　

戦
後
77
年
を
迎
え
ま
す
。
民
主
主
義
社

会
を
構
成
す
る
最
小
単
位
で
あ
る
一
人
ひ

と
り
が
、
お
か
し
さ
の
原
因
を
考
え
る
歴

史
の
節
目
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
号
で
は
、
一
般
質
問
に
つ
い
て
の
報

告
と
、
「
食
料
安
全
保
障
」
に
つ
い
て
特

集
を
組
み
ま
し
た
。

問　
半
導
体
不
足
に
よ
る
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
生
産
調
整
に
よ
る
影
響
は

　
　
田
中
麻
里
・
商
工
労
働
部
長

　

世
界
的
な
半
導
体
不
足
や
海
外
都
市
の

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
な
ど
の
影
響
に
よ
る
部
品

不
足
か
ら
一
時
的
に
生
産
を
縮
小
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
、
県
内
の
自
動
車
関
連
企

業
の
生
産
活
動
に
も
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

　
　

原
材
料
の
高
騰
等
主
な
製
造
業
へ

の
影
響
は

　
　
田
中
・
商
工
労
働
部
長

　

幅
広
い
製
造
分
野
で
影
響
を
受
け
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
る
利
益
率
が
低
下
し
て
い

る
企
業
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
製
造
業

は
総
じ
て
回
復
基
調
に
あ
る
が
、
今
後
の

原
油
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
の
長
期
化
や

世
界
情
勢
に
よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　
県
内
の
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
の
状

況
は
　
　
田
中
・
商
工
労
働
部
長

　

宿
泊
施
設
、
観
光
施
設
と
も
に
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
は
戻
っ
て
い
な
い
も
の
の

全
国
的
な
行
動
制
限
の
緩
和
や
宿
泊
割
引

な
ど
の
需
要
喚
起
策
に
よ
り
、
回
復
の
兆

し
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
観
光
誘
客
施
策

に
よ
り
、
今
後
さ
ら
に
需
要
の
回
復
を
期

待
し
て
い
る
。

　
　
飲
食
業
、
卸
小
売
業
の
状
況
は

　
　
田
中
・
商
工
労
働
部
長

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、
飲
食
業
、
卸

売
業
、
小
売
業
と
い
っ
た
業
種
は
同
じ
で

あ
っ
て
も
、
対
象
と
す
る
顧
客
や
取
引
先
、

事
業
内
容
に
よ
っ
て
業
況
に
違
い
が
出
て

お
り
、
今
後
商
品
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と

に
よ
り
消
費
者
の
低
下
が
長
引
く
と
、
業

種
、
業
態
に
関
係
な
く
多
く
の
事
業
者
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　
倒
産
や
廃
業
の
状
況
は

　
　
田
中
・
商
工
労
働
部
長

　

倒
産
や
廃
業
が
少
な
い
の
は
、
コ
ロ
ナ

資
金
や
雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
の
各
種
給

付
金
に
よ
っ
て
事
業
継
続
が
図
ら
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
先
を
見
据
え
た
強
い
商
工
業
づ
く
り

に
つ
い
て
の
所
見
は

　
　
田
中
・
商
工
労
働
部
長

　

県
で
は
、
強
い
商
工
業
づ
く
り
に
つ
な

が
る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
所
得
の
向

上
が
図
ら
れ
、
魅
力
的
な
職
場
や
仕
事
が

増
え
、
島
根
に
と
ど
ま
り
、
島
根
に
戻
る

若
い
人
を
増
や
し
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
て
い
け
る
よ
う
、
産
業
の
活
性
化

に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
米
価
の
大
幅
な
引
き
下
げ
で
、
作
付

面
積
の
減
少
に
よ
る
農
地
の
荒
廃
が
心
配

さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
の
作
付
状
況
と
作

付
け
品
目
の
変
更
状
況
は

　
　
西
村
秀
樹
・
農
林
水
産
部
長

　

作
付
け
状
況
は
1
％
〜
3
％
の
減
少
傾

向
の
見
込
み
。
作
付
け
動
向
は
、
飼
料
米
、

麦
、
大
豆
そ
し
て
W
C
S
用
稲
（
稲
発
酵

粗
飼
料
）
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
　
生
産
資
材
や
肥
料
な
ど
の
価
格
高
騰

の
状
況
と
対
策
は

　
　
西
村
・
農
林
水
産
部
長

　

施
設
園
芸
で
加
温
す
る
際
に
使
用
す
る

重
油
価
格
が
昨
年
に
比
べ
40
％
上
昇
。
秋

作
に
向
け
た
肥
料
価
格
も
大
き
く
上
昇
す

る
見
込
み
。
畜
産
飼
料
の
配
合
飼
料
価
格

が
昨
年
か
ら
20
％
上
昇
。
国
の
セ
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
対
策
の
不
十
分
な
酪
農
と
養
鶏
へ

の
影
響
が
深
刻
で
あ
る
。

　

県
と
し
て
は
、
今
後
一
層
生
産
資
材
の

価
格
上
昇
が
継
続
し
た
場
合
の
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
、
国
に
対
し
て
、
施
設
園
芸

の
燃
料
高
騰
対
策
の
補
填
率
の
引
上
げ
、

肥
料
価
格
高
騰
対
策
の
強
化
、
配
合
飼
料

価
格
安
定
制
度
の
見
直
し
や
輸
入
乾
牧
草

の
安
定
確
保
に
向
け
た
支
援
な
ど
を
要
望

し
た
。

　
　
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会

に
向
け
た
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
期
待

さ
れ
る
部
門
は

①
島
根
県
の

　
　
　
経
済
状
況
に
つ
い
て

　
　
西
村
・
農
林
水
産
部
長

　

鹿
児
島
大
会
は
本
年
10
月
6
日
か
ら
10

日
ま
で
の
5
日
間
、
霧
島
市
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
る
。
全
国
41
都
道
府
県
か
ら

4
5
9
が
出
品
さ
れ
、
う
ち
島
根
県
か
ら

は
21
頭
を
出
品
予
定
。

　

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
4
月
13
日
、

種
牛
の
部
に
出
品
す
る
14
頭
を
選
び
、
8

月
25
日
に
は
肉
牛
の
部
に
出
品
す
る
7
頭

を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　　

 

県
営
圃
場
整
備
の
採
択
要
件
に
つ
い

て
、
６
品
目
以
外
の
生
産
で
も
地
域
全
体

の
農
業
所
得
向
上
が
実
現
で
き
る
場
合
は

特
例
と
し
て
認
め
る
柔
軟
な
対
応
が
必
要

と
考
え
る
が
所
見
は

　
　
西
村
・
農
林
水
産
部
長

　

6
品
目
以
外
の
作
物
で
も
、
6
品
目
と

同
等
以
上
の
収
益
性
が
期
待
さ
れ
、
一
定

以
上
作
付
け
す
る
計
画
で
あ
れ
ば
、
同
様

に
取
り
扱
い
を
す
る
。
ま
ず
は
、
地
域
の

将
来
像
や
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
地
域

で
話
し
合
い
を
し
て
ほ
し
い
。

令
和
四
年
五
月
定
例
会

①
島
根
県
の
経
済
状
況
に
つ
い
て

②
伝
統
行
事
に
つ
い
て

③
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

高
橋
ま
さ
ひ
こ 

一
般
質
問

(

五
月
二
十
六
日
〜
六
月
二
十
一
日)

商
工
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う

問問

問問答答 問問答答 問問答答 答答問問答答

問問答答問問 問問答答

問問答答 答答

問問答答

県政をもっと身近に！
中山間地は日本の原点。守ります、築きます、中山間地域の暮らしを。

令和４年７月

第14号
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５
月
議
会
の
最
大
の
テ
ー
マ
は
、
島
根

原
子
力
発
電
２
号
炉
の
再
稼
働
に
つ
い
て

で
あ
っ
た
。
昨
年
９
月
15
日
に
原
子
力
規

制
委
員
会
は
、
中
国
電
力
か
ら
出
さ
れ
て

い
た
２
号
炉
の
設
置
変
更
を
許
可
し
、
国

は
島
根
県
に
対
し
再
稼
働
の
同
意
を
求
め

て
い
た
。
鳥
取
県
や
県
内
の
関
係
自
治
体

は
す
べ
て
同
意
し
、
島
根
県
議
会
も
賛
成

多
数
で
同
意
を
お
こ
な
っ
た
。
最
終
判
断

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
丸
山
島
根
県
知

事
は
、
苦
渋
の
選
択
の
中
で
再
稼
働
に
同

意
さ
れ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
国
の
根

幹
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
政
治
的
判
断

が
必
要
な
案
件
で
あ
っ
た
。
地
球
温
暖
化

が
心
配
さ
れ
る
中
で
、
環
境
に
や
さ
し
い

ア
ン
モ
ニ
ア
発
電
や
核
融
合
発
電
が
実
用

化
さ
れ
る
日
が
一
日
で
も
早
く
実
現
す
る

こ
と
を
強
く
願
い
た
い
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
直
接
民

主
主
義
と
間
接
民
主
主
義
の
違
い
を
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
プ
ー
チ
ン
は
国
民
が
直
接

選
ん
だ
大
統
領
で
あ
る
。
民
意
が
最
も
尊

重
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
か
ら
権
限
も
大
き

い
。
政
策
決
定
も
極
め
て
速
い
。
し
か
し
、

ト
ッ
プ
の
判
断
が
誤
っ
て
い
た
場
合
、
抑

制
す
る
力
が
働
き
に
く
い
。
そ
う
考
え
る

と
、
判
断
に
時
間
の
か
か
る
間
接
民
主
主

義
も
決
し
て
悪
い
制
度
で
は
な
い
と
感
ず

る
。
民
意
を
代
表
す
る
議
員
は
、
立
場
を

自
覚
し
公
平
な
目
で
民
意
を
把
握
す
る
努

力
が
必
要
で
あ
り
、
結
論
に
は
責
任
を
持

つ
必
要
が
あ
る
。

　

新
し
い
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

県
内
で
大
幅
な
感
染
が
続
い
て
い
る
。
国

民
は
コ
ロ
ナ
よ
り
も
経
済
活
動
を
優
先
す

る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
。
先
日
、
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

メ
ン
バ
ー
は
高
齢
者
。
マ
ス
ク
を
付
け
、

感
染
防
止
を
し
な
が
ら
プ
レ
ー
を
す
る
姿

を
見
て
、
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
も
の
か
」

と
い
う
強
い
意
志
を
感
じ

た
。
コ
ロ
ナ
発
生
か
ら
３

年
も
経
過
し
、
安
全
を
確

保
し
つ
つ
前
に
進
む
力
こ

そ
「
地
域
を
元
気
に
」
す

る
原
動
力
が
再
び
出
始
め

て
い
る
と
強
く
感
じ
た
。

WEBサイト

県
議
会
の
動
向
、
詳
し
い

活
動
状
況
に
興
味
あ
る
方

は
ア
ク
セ
ス
を
！

　
　
ロ
シ
ア
の
軍
事
行
動
に
よ
り
、
世
界

的
に
食
料
危
機
が
心
配
さ
れ
、
海
に
囲
ま

れ
た
日
本
は
、
他
国
に
よ
る
海
上
封
鎖
で

食
料
の
確
保
は
困
難
と
な
る
。
自
給
率
の

向
上
と
主
食
米
等
の
備
蓄
を
従
来
の
よ
う

に
国
の
責
任
に
お
い
て
行
う
べ
き
と
考
え

る
が
、
所
見
は

　
　
西
村
・
農
林
水
産
部
長

　

米
は
、
国
の
定
め
る
米
穀
の
需
給
及
び

価
格
の
安
定
に
関
す
る
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
毎
年
21
万
ト
ン
程
度
買
い
入
れ
、
五

年
間
備
蓄
し
た
後
に
飼
料
米
等
の
非
主
食

用
と
し
て
販
売
す
る
仕
組
み
で
約
1
0
0

万
ト
ン
の
備
蓄
が
確
保
さ
れ
、
10
年
に
一

度
の
大
凶
作
あ
る
い
は
通
常
の
不
作
が
2

年
続
い
て
も
対
応
で
き
る
量
に
相
当
し
て

い
る
。

　
　
年
金
受
給
者
を
含
め
た
生
活
に
困
窮

さ
れ
て
る
方
々
へ
の
支
援
を
国
に
提
唱
す

る
必
要
性
は

　
　
丸
山
達
也
・
島
根
県
知
事

　

4
月
13
日
、
全
国
知
事
会
を
通
じ
て
生

活
者
、
事
業
者
の
負
担
軽
減
策
を
含
む
内

容
の
原
油
価
格
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対

策
に
向
け
た
提
言
を
全
国
知
事
会
よ
り
政

府
・
与
党
に
行
い
、
5
月
31
日
に
関
連
の

補
正
予
算
が
可
決
成
立
し
た
。

　
　
県
民
に
対
し
産
業
と
暮
ら
し
を
守
る

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
頂
き
た
い

　
　
丸
山
・
島
根
県
知
事

　

県
内
の
経
済
を
支
え
、
県
民
生
活
を
守

る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
む
覚
悟
で
あ
る
。

　
　
物
価
上
昇
に
よ
り
、
生
活
に
困
窮
さ

れ
て
い
る
方
々
へ
の
対
応
は

　
　
安
食
・
健
康
福
祉
部
長

　

県
で
は
、
市
町
村
に
お
い
て
自
立
相
談

支
援
機
関
の
体
制
強
化
や
支
援
内
容
の
充

実
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
、
今
後

も
市
町
村
と
連
携
し
、
必
要
な
支
援
が
届

く
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
み
を
行
う
。

　
　
地
域
の
行
事
や
祭
り
の
開
催
に
関
す

る
県
の
考
え
方
は

　
　
藤
井
洋
一
・
地
域
振
興
部
長

　

県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
に
応
じ
て
島
根
県
の
対
応
を
決

定
し
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
る
の
で
最
新
の
情
報
を
確
認
い
た
だ
き

た
い
。
伝
統
行
事
の
開
催
つ
い
て
は
、
安

心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
、
そ
の
内
容
や

実
施
方
法
に
応
じ
た
感
染
防
止
等
に
つ
い

て
よ
く
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
島
根
県
内
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る

た
め
の
県
の
取
り
組
み
と
事
例
を
伺
う
。

　
　
田
中
・
商
工
労
働
部
長

　

平
成
29
年
の
島
根
働
き
方
改
革
推
進
会

議
に
お
い
て
5
つ
の
島
根
働
き
方
改
革
宣

言
を
採
択
。
ま
た
令
和
元
年
度
か
ら
こ
れ

ら
の
浸
透
を
図
る
た
め
、
5
つ
の
宣
言
か

ら
企
業
が
行
う
働
き
方
の
取
組
を
選
ん
で

も
ら
い
、
し
ま
ね
い
き
い
き
職
場
宣
言
と

し
て
宣
言
し
て
頂
く
よ
う
促
し
て
お
り
、

5
月
末
現
在
で
宣
言
企
業
は
2
3
5
社
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
宣
言
の
実
現
に
取
り

組
む
中
小
企
業
に
は
職
場
環
境
の
整
備
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
。

　
　
国
の
省
庁
の
地
方
分
散
は

　
　
太
田
史
朗
・
政
策
企
画
局
長

　

国
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、
全
国
知

事
会
と
と
も
に
、
引
き
続
き
県
の
重
点
要

望
に
お
い
て
都
市
部
か
ら
地
方
へ
人
、
企

業
、
政
府
関
係
機
関
な
ど
の
分
散
を
進
め

る
政
策
を
強
力
に
か
つ
粘
り
強
く
推
進
す

る
よ
う
国
に
求
め
る
。

②
伝
統
行
事
に
つ
い
て

③
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

フランス

アメリカ

イギリス

ドイツ

イタリア

カナダ

日　本

1965年
主要国

2018年 増 減 1965年 2018年 増 減

109％

117％

45％

66％

88％

152％

73％

125％

132％

65％

86％

60％

266％

37％

＋16％

＋15％

＋20％

＋20％

▲28％

＋114％

▲36％

136％

122％

62％

66％

72％

179％

62％

176％

128％

82％

101％

63％

197％

28％

＋40％

＋6％

＋20％

＋35％

▲9％

＋18％

▲34％

主要国（G７）の食料自給率の変化【参考】茶わん１杯のお米の値段 ご飯は経済的な食べ物

食料自給率（カロリーベース） 穀物自給率

お茶碗約４杯 お茶碗約５杯

ミネラルウォーター（２リットル）102円 缶コーヒー 130円

茶わん１杯のごはんを炊く前のお米（精米）の重さは65ｇく
らいです。５㎏の精米は約77杯になりますので、1,897円（小
売価格の平均）のお米を買ってごはんを炊いた場合、１杯当た
りのお米の値段は約25円となります。※

＝ ＝

※茶わん１杯のごはんは、精米65ｇ使用、5㎏当たり1,897円（POSデータによるコメの平均小売価格（令和３年12月））で算出。

問問答答問問答答 問問答答

問問 問問答答問問問問 答答答答答答

発行責任者
高橋まさひこ事務所

https: //m-takahashi.jp

info@m-takahashi.jp

〒699-1251 島根県雲南市大東町大東１888
TEL.0854-43-8057　FAX.0854-43-6479

地
域
を

安
心
・
安
全
に
！

地
域
を

安
心
・
安
全
に
！

国を挙げ食料安全保障確立を！

　ロシアのウクライナ侵攻に端を発した食糧危機が世界を襲い、自国最優先で輸出を制限するナショナリズムも広がり、「資源小国・
輸入大国」日本の食と農を揺さぶり、食料安全保障の強化への国家戦略は待ったなしとなりました。
　しかも、円相場が20年ぶりの安値水準に突入し、食料品価格の値上げも相次ぎ、農業経営に欠かせない原油や肥料、飼料などの資
材高騰にも拍車がかかっています。しかし、生産農家は、価格に生産資材の高騰分をほとんど転嫁できず、厳しい農業経営を強いられて
います。せめて生産者が再生産でき、生産拡大のできる環境をつくることが重要です。
　現在、日本は食料の60%以上(カロリーベース)を輸入に依存していますが、G７の中でも自給率は最低で国を挙げた食料安全保障の
確立が急務であります。


